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交付開始日：10月1日（木）午前8時30分〜
交付場所：	市役所 2階　市民税課、美笹支所、
	 戸田公園駅前出張所

・特定小型原動機付自転車

オリジナルナンバープレートデザイン見本

戸田市オリジナルナンバープレート
についてはこちら

渓斎英泉『木曽街道 蕨之駅戸田川渡場』
（出典 : 郷土博物館）

※中山道の一部

1 車両につき 1 回限り交換が可能です（新デザインのオリジナルナンバープ
レートの交付を受けた車両は、原則、ナンバープレートの交換ができませ
ん）。なお、ナンバープレートの交換に伴い、自賠責保険などの変更が必要
な場合があります。詳しくは加入している保険会社にお問い合わせください。

交付について

必要書類など：①標識交付証明書と使用中のナンバープレート
②本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）

交付手数料 ：無料

※ 新規購入や譲渡、転入などの場合の手続きについて、
 詳しくは市ホームページをご覧ください
※ 市制施行 60 周年記念ロゴマーク付きのナンバープ

レートは枚数限定。申込順
※ 標識番号は選べません
※ 従来の無地のナンバープレートとの選択制です

・排気量 50㏄以下
・排気量125㏄以下かつ最高出力 4.0kW以下

・排気量 50cc を超え 90㏄以下

・排気量 90cc を超え 125㏄以下

浦和至大宮

蕨

板橋
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埼玉県

東京都

戸田の渡し

使用中のナンバープレートから交換する場合

見本見本

見本

見本

6月10日（水）～23日（火）の期間に「市制施行60周年記念原動機付自転車用市オリジナルナン
バープレート」の市民投票を行い、764件の投票をいただきました。その結果、新デザインは最多得
票となった「戸田の渡し」に決まりました。投票へのご協力ありがとうございました。

江戸時代の中山道は、日本橋から京都・三条大橋までを結ぶ街道で、間に
67の宿場があり、全長は約 530 キロメートルでした。県内を通る中山道は、
荒川を渡って戸田に入り、蕨、浦和、大宮、上尾、桶川へと続いています。
当時、板橋宿と蕨宿の間を流れる荒川には橋が架かっていなかったため、人
や荷物は「戸田渡船場（戸田の渡し）」の渡し船を利用して川を渡っていました。

この渡船場は、参勤交代の大名、公家、中
山道を行き来する旅人など、江戸時代を通じ
て多くの人々が通行し、にぎわいを見せてい
ました。今回、オリジナルナンバープレート
のデザインに使用された絵は、江戸時代後
期の浮世絵師・渓
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による木版画『木曽
街道 蕨之駅戸田川渡場』です。

市制施行 60 周年記念

原動機付自転車用市オリジナルナンバー
プレートの新デザインが決定しました！

「戸田の渡し」とは

■	問い合わせ
	 市民税課
	 （内線 208）


